
人権教育研究指定校実績報告書

Ⅰ 研究指定校の所在する市町村教育委員会の概要

略

Ⅱ 研究指定校の概要

略

Ⅲ 研究の概要

１ 研究主題

「学び合い，高め合って仲よく行動できる児童の育成」

～ 発達段階に即した人権教育の推進 ～

２ 研究主題設定の理由

（１）今日的な課題から

現在，児童生徒のいじめ，不登校，規範意識の欠如，粗野な行動や言葉遣い，児童虐待，児童殺傷事

件等が大きな社会問題となっている。これらの問題は，社会が物質的に豊かになる中で，人間が社会的

な存在であることを忘れかけ，人間関係が希薄になり，自己中心的な考え方に傾斜しつつあることにも

起因しているといわれている。

このような現状から，高度情報化社会，国際化社会，高齢化社会を支える児童の「生きる力」を育む

ためには，一人一人の存在価値を自覚させ，異質なものを受け容れ「人権の共存と共生」の考え方を大，

事にして心豊かに生活できるような資質や能力を培うことが求められている。

（２）本校教育目標から

本校では「創造性豊かで，生き生きと行動し，生きる力を持ったねばり強い坂元台の子どもを育て，

る」という教育目標のもとで，めざす子ども像を次のように設定している。。

① 礼儀正しくきまりある生活をする子ども ② みんな仲よく思いやりのある子ども

③ めあてを持ってねばり強く学習する子ども ④ 健康で元気に運動する子ども

これらの目標は，学校生活における学習や運動，遊びなどすべての教育活動をとおして「生きる力」

を育もうとするものである。その実現のためには，児童一人一人のよりよく生きたいという願いが生か

される学校の教育環境の中で「人権の共存と共生」の考え方を実際の行動を通じて学ばせながら，各教，

科，道徳，特別活動，総合的な学習の時間の特質に応じ，発達段階に即した教育活動の充実を図る必要

がある。

（３）本校の実態から

本校は市街地から郊外に抜ける道路沿いの住宅地にあり，家庭や地域は学校教育にも協力的である。

学校は創立 年目を迎えており，これまで，校区や町内会，あいご会，ＰＴＡ，各種団体等の組織的な22
活動を生かし，住民同士の結び付きを強めながら安全で安心して住める地域づくりへの努力を続けてお

り，地域づくりにおける学校の役割も大きい。

。児童は，伸び伸びとした雰囲気の中で学校生活を送っており，明るく素直で，社交的・活動的である

その反面，自己中心的で粗野な言動をする児童も一部見られる。そこで，学校の生活や学習の場で友達

の立場に立って話を聞いたり，自分の思いを友達に確実に伝えたりしながら，共に成長していくことを

大事にした教育活動を充実させる必要がある。
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（４）これまでの本校の人権教育に対する取組の反省から

本校職員は，児童一人一人を大事にする教育をめざして努力しており，人権教育についても全体計画

に基づいて進めてきている。しかしながら，学校全体として人権尊重の理念についての認識が必ずしも

十分とは言えず，組織的・継続的な実践も不十分であり，児童は「いじめや仲間外れ，男女の差別など，

はいけない 」というような表面的・知的な理解はできているものの 「いじめや仲間外れは絶対にしな。 ，

い。見逃さない 「男女で協力し合って学習や生活をしよう」など，積極的に努力する態度が十分に育。」 。

っているとは言えなかった。そこで，児童が人権について学び，理解したことが，生活の様々な場面で

態度や行動に表れるように，指導の改善を図る必要がある。

３ 研究の重点・特色について

（１）研究の仮説

前述の実態等を踏まえ，研究主題に基づき，次の仮説を設定して研究を推進していく。

［仮説１（人権の共存に必要な知識・技能・態度等を身に付けさせるために）］

， ， ，発達段階に応じて 一人一人の見方・感じ方・考え方の違いや共通点を伝え合い 分かり合って

「学び合い，高め合う」方法を実践的に学ばせれば，子どもたちは，基礎学力や人間関係を円滑に

するための技能，公平で公正な人間関係を築こうとする態度などの人権感覚を身に付けることがで

きるのではないか。

［仮説２（物事にこだわらず，自らの人間関係を広げていく態度や意欲を育てるために）］

発達段階に応じて，友達や周りの人との交わり方や身近な自然・社会との出会い方，かかわり方

を工夫すれば 「共に活動する 「共に感じる「共に考える「共に学ぶ「共に解決する「共に伸び， 」 」 」 」 」

る」ことのよさが分かり，共に「仲良く行動」しようと努力する子どもを育てることができるので

はないか。

（２）研究の内容

ア 人権教育に関する指導内容の設定

イ 各教科，道徳，特別活動，総合的な学習の時間の特質に応じた指導の在り方

（ア）基礎学力の定着を図り，各教科の特質を踏まえた人権教育の在り方の工夫・改善

（イ）道徳の特質を踏まえ，発達段階に即した人権教育の在り方の工夫・改善

（ウ）学級活動の特質を踏まえ，発達段階に即した人権教育の在り方の工夫・改善

ウ 人権が尊重される学校づくりの在り方

（ア）自尊感情を高める学校環境づくりの工夫

（イ）豊かな感受性を育む集会活動の工夫

（ウ）学級担任・養護教諭・保護者等が連携して取り組む性教育の在り方の工夫

（エ）社会や自然とのかかわりを生かした体験活動の在り方の工夫

４ 組織及び推進体制

（１）推進体制全体の概要

研究推進委員会 低学年部会

環境設営班

中学年部会

校長 教頭 全体会
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授業研究班 高学年部会

研究協力者・機関・保護者等

教科・領域等部会

（基礎学力研究）

（２）その他の関係協力機関の概要

研究の推進に当たっては，校内研究会，授業参観，共同研修の場等をとおして，以下の団体等の協力

を得る。

○ 鹿児島県教育委員会人権同和教育課 ○ 鹿児島市教育委員会学校教育課

○ 坂元地区青少年育成協議会 ○ 坂元台校区公民館運営審議会 ○ 坂元台小学校ＰＴＡ

○ ４幼稚園・４小学校連携研修会

（坂元幼稚園，内野幼稚園，辻ケ丘幼稚園，共立幼稚園，大龍小，清水小，坂元小，坂元台小）

○ １中学校・２小学校連携研修会

（坂元中，坂元小，坂元台小）

（３） 組織及び推進体制構築に当たって特に留意した点

○ 全体を基礎学力研究班と人権教育研究班に分けるが，実際の授業等をとおした研修は，学年部や教

科・領域等部を中心にして進め，実践研究の成果が児童の姿として現われるように努力する。

○ 教職員の研修については，全体研修で共通理解を深めるとともに，一人一人が課題意識をもって校

外での研修会に参加し，その成果を本校の全体研修に生かすように努める。

○ 外部機関から講師を招聘したり，保護者や地域住民の意見を求めたりしながら，開かれた実践研究

を進める。

５ 研究の経過

月 主 な 研 究 内 容

年 研究テーマ・研修組織・研修内容・各研究班の活動内容決定17
４ 第３０回人権・同和教育基礎講座参加

児童・職員を対象とした意識調査の実施

５ 校内研修「人権教育の視点にたった国語科教育」の実施

地区人権・同和教育基礎講座参加

校内生徒指導事例研修会の実施

６ 人権集会「にこにこ集会」の実施

第６学年国語「人権教育の視点にたった国語科教育 （研究授業と授業研究）の実施」

教育相談事例研修会（講師：鹿児島大学教育学部 有倉巳幸助教授）

７ 地区人権・同和教育実践研究会参加

第２６回県人権・同和教育実践研究会参加

出校日，人権に関する映画「友だち」の鑑賞



- 3 -

校内研修「性教育」の実施

８ 九州地区人権・同和教育夏期講座参加

校内人権同和教育研修会の実施

校内研修「人権教育の視点にたった家庭科教育・体育科教育 （実技研修）の実施」

学級活動第２学年「友だちを大切に」研究授業・授業研究の実施

９ 学級活動第５学年「よりよい学級にしていくために」研究授業・授業研究の実施

地区人権・同和教育研究大会参加

第３０回県人権・同和教育研究大会参加10
文部科学省人権教育研究指定校研究発表会参加（大浦中学校）

文部科学省人権教育研究地域指定研究発表会参加（日田市立天ヶ瀬町）

拡大学校保健委員会（講演：家庭における性教育）

算数科第３学年「あまりのあるわり算」研究授業・授業研究の実施11
理科第４学年「もののあたたまり方」研究授業・授業研究の実施

鹿児島市人権教育研究会参加（緑丘中学校）

（ ）文部科学省人権教育研究指定校研究発表会参加 山鹿市立米野岳中学校・唐津市立伊岐佐小学校

人権集会「にこにこ集会」の実施

国語科第１学年「ずっとずっと大好きだよ」研究授業・授業研究の実施12
道徳第６学年「もし世界が 人の村だったら」研究授業・授業研究の実施100

１ 教育課程編成部会「人権教育の視点に立った教育課程」

第１８回県人権・同和教育研究大会「部落問題学習会」参加

２ 地区人権・同和教育学習会参加

３ 年度研修のまとめ17

月 主 な 研 究 内 容

年 研究の大綱・研修の方向・研究公開日程18
４ 生徒指導関係連絡会（特別な支援を必要とする児童の共通理解）

人権教育の視点にたったPTA学年目標設定

５ 校内研修「人権同和教育の視点にたった特別支援教育」

にこにこ集会（人権集会）

６ 鹿児島市教育研究会「小中連携部会」

第１回校内研究授業 第 学年道徳「はしのうえのおおかみ」1
７ 教育相談事例研修会「カウンセリングの方法」

家庭科実技研修会・体育実技研修会

８ 研究紀要作成のための係分担と校内・教室など環境設営研修と実施

にこにこ集会（人権集会）ビデオ鑑賞「二匹の猫と元気な家族」

９ 第2回校内研究授業 第４学年「信頼できる友達になるために ・授業研究会」

・２年生人権教室1
人権教育の視点にたった読書集会の実施

第３回校内研究授業 第５学年社会科「情報と社会 ・授業研究会10 」

年生人権教室5
かごしま教育県民週間「道徳授業参観」

公開授業事前授業・授業研究会11
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３・ 年生， 年生人権教室4 6
文部科学省人権教育研究指定校研究公開12
にこにこ集会（人権集会）

１ 校内研修「人権同和教育を充実させる教育課程編成」

指導計画の見直し 共通理解・

２ 人権同和教育を充実させる教育課程編成

教育相談事例研修会

３ 年度の研修計画19

６ 実践の内容

（ ） 人権教育に関する指導内容の設定1
主な人権教育の観点を明らかにし，指導内容を教材・授業レベルでとらえる視点として，

次のような内容を設定した。

主 な 観 点 内 容 の 概 要

人権に関する知識的な内容 ・ 身近な生活の中での人権問題に関する内容

・ 各教科・領域等で教材として取り上げられている人権

に関する内容

公正・公平，正義感 ・ だれに対しても公正・公平にし，正義の実現に努める

態度を育む内容

生命の教育等に関する内容（生命尊重等） ・ 生命はかけがえのないものであることを知り，自他の

生命を尊重する態度を育む内容

・ 性教育等の「生命の教育」に関する内容

公徳心・規則の尊重 ・ 公徳心を持って法やきまりを守り，自他の権利を大切

権利・義務 にし，進んで義務を果たす態度を育む内容

自主性，自発性 ・ 学級・児童会のめあてやきまりなどを決めて守る活動

・ 係活動や委員会活動でみんなのために尽くす活動

他人の立場に立つ想像力や共感的理解力 ・ 他人の立場に立って，その人に必要なことやその人の

考えや気持ちなどが分かるような想像力や共感的に理解

する技能や態度を培う内容

コミュニケーション能力 ・ 考えや気持ちを適切かつ豊かに表現し，また，的確に

理解することができるような，伝え合い分かり合うため

のコミュニケーションの技能や態度を培う内容

人間関係を調整する能力等 ・ 要求の一方的な主張ではなく，建設的な手法で他との

人間関係を調整する能力を培う内容
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・ 自他の要求を共に満たせる解決方法を見い出してそれ

を実現させるための能力を培う内容

自他の違いを認めて前向きに行動する姿勢等 ・ 生活の中で悪口，冷やかし，意地悪，仲間外れやいじ

めなどの差別的言動を許さず，よりよい生活をめざそう

とする姿勢を育む内容

・ 自分を素直に評価することができ，自分なりの目標を

もち，友達と仲良く協力して生活や学習を進めようとす

る意欲的な姿勢を育む内容

（２） 各教科，道徳，特別活動，総合的な学習の時間の特質に応じた指導の在り方

ア 基礎学力の定着を図り，教科の特質を踏まえた人権教育の在り方

本校では，人権教育を推進していくために次の（ア （イ）の視点を設定して授業改），

善を進めた。

（ア） 教科指導上の改善の視点

授業を行う際は，下の３つの視点を必ず入れることとした。

・ 学び合い・高め合いの工夫（学習問題の工夫，ペア・グループ学習の工夫，評価の工夫）

・ 児童の考える時間，活動する時間の確保

・ 学習態度の指導の工夫（学習のきまり，発表話型，聞き方等の指導）

（イ） 人権教育指導上の改善の視点

基礎・基本を身に付け，子どもたちの学力を向上させていくことはとても大切である。加え

て下の３つの人権教育指導上の改善の視点を持つことで，本校の研究主題にせまることができ

ると考えた。

・ 人権感覚を身に付ける授業の在り方の工夫をする（人権問題や人権尊重の知識を学ぶ授業。

と人権感覚に必要な技能や態度を学ぶ授業の工夫など）

・ お互いを尊重する心の育成を図る。

・ 違いを認めたり，情報などを正しく判断したりする力を育成する。

【社会科の実践】

◇ ５学年「単元名 情報と社会」

１ 実践のねらい

・ 「情報の持つ影響や情報の有効な活用」に焦点を当て，さまざまな情報を通して情報と

生活との関連を具体的につかみ，マスメディアの影響やネットワーク社会の問題点に目を

向け，高度情報化社会でのくらしと情報のかかわりについてとらえられるよにする。

２ 研究の実際

（１）単元の目標

○ テレビや新聞など身の回りの情報に興味を持ち，生活や産業の中でどのよ な働きをう

しているのかを調べ，自分に必要な情報を収集・分類し，活用しようとするこができる。

○ コンビニエンスストアなどの産業が情報の伝達にどのように関わっているか調べる。
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（２）指導上の留意点

○ 社会科の指導として

・ 相手のことを考えて情報を収集したり，発信した情報に対して責任を持ったりする

ことの大切さに気付くとともに，情報に対して自分なりの考えを持ち，必要な情報を

取捨選択し，生活に生かす方法を考えることで，情報社会で生きていく力を育成して

いく。

○ 人権教育上の配慮として

・ 情報に対する責任や情報を正確に伝える大切さを日常生活に置き換え，誤った情報

によって被害を受けた人の気持ちなど，これまでの経験を振り返りながら考えを深め

ていき，情報を発信する立場，受け取る立場の両方で人権について考え，意識を高め

ていく。

（３）本時の実際

○ 目標

・ 情報に囲まれた生活の良い点や問題点を話し合い，情報の受け手として，情報の発

信元や質を見分けながら，冷静に判断し活用していくことの大切さについて考えるこ

とができる。

・ 誤った情報が，人の心を深く傷つけたり，社会を混乱させたりすることもあること

を知り，情報の送り手として，責任ある情報の発信をしていこうとする思いを持つこ

とができる。

○ 実際

主 な 学 習 活 動 留 意 点過程

つ １ 教科書の写真を掲示し，多くの人がワールドカ ○ サッカーへの興味がある無し
か ップという同じ情報を得ていることを知り，情報 にかかわらず，ほとんどの人が
む の影響力について考える。 知っていることに着目する。
・ ２ 教科書を読み，本時の学習問題を確認し，ノー ○ 世界中で延べ４００億人近く
見 トに書く。 の人々がテレビで見ていること

通 を知らせ，影響力の大きさを感
す 情報は，どのようなえいきょうをあたえるのだ じられるようにする。

ろうか。

３ 自分の生活を振り返り，影響を受けた情報につ ○ 日常生活における具体的な場

いて発表し，情報のプラス面についてまとめる。 面からプラス面について考えさ
調 せる。
４ 教科書を読んで誤った報道について調べ疑われ ○ 友達と話すことによってより

べ た被害者の気持ちを考える。 自分の考えを深めることができ

ペア学習 るようにする。
る 教科書の記事について，気付いたことや考えた ○ 疑われているときの被害者の

ことをノートに書き，隣の人と話し合う。 気持ちや生活の変化についても
・ 想像させるようにする。
５ 日常の生活に置き換え 誤った情報を送ったり ○ 事前のアンケート結果を見せ， ，

た 送られたりしたことはないか振り返り，そのとき 間違ったうわさ話などをされた
の気持ちについて考える。 ことのある人の気持ちにふれら

め れるようにする。
６ 過熱取材の状況に立たされた被害者の気持ちを ○ 被害者がどのような状況にあ

す 考える。 るかを補足説明しながら考えら

れるようにする。
７ 教科書を読み，情報を発信する側の工夫や努力 ○ 受け手と送り手に分け，注意
について理解する。 すべき点を整理し，共通する大ま広
８ 教科書を読んで情報の与える影響についてまと 切なことに気付かせる。とげ
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める。 ○ 伝えられた情報を鵜呑みにせめる
ず，ほかの情報と比べたりしてる

正しいのか判断することの必要
性についても確認する。

（４）実践の成果と課題
○ 日常生活に置き換えて考えることで，報道被害にあった人々の気持ちを，より身近に
考えることができた。

● ペア学習の中での意見交換に深まりが少なかった。自分の考えをまとめる時間や話し
合いの時間を十分にとることが必要である。

イ 道徳の特質を踏まえ，発達段階に即した人権教育の在り方

○ 改善の視点

・ 伝え合い，分かり合って本音で「学び合い，高め合う」の授業の工夫に努める。

・ 豊かな体験活動を推進することにより，継続的な道徳的実践の充実を図る。

・ 豊かさを育む学校環境の整備に努める。

・ 家庭，地域社会と連携して指導の効果を高める。

【道徳の実践】

◇ １学年 「主題名 しんせつになったおおかみ （資料名 はしのうえのおおかみ）」
１ 実践のねらい
・ 自己中心的行動からくる楽しみや喜びよりも，本来児童の持っている優しさや温かい
心で人に接することのすがすがしさや喜びに気付かせたい。

・ 身近にいる幼い人や高齢者に目を向けさせ，誰に対しても温かい心で接し，親切にす
ることの大切さに気付かせたい。

２ 研究の実際
（１）目標

「はしのうえのおおかみ」を読み，おおかみの心の変化から身近にいる人に温かい
心で接し，親切にしようとする心情を育てる。

（２）指導上の留意点
○ 道徳の指導として
・ 資料に登場するおおかみやうさぎなどから，強いものが弱いものをいじめてし

まう現実やその気持ちに共感させるためにペア学習を取り入れたり，くまの親切
な行為に安心し，感心するおおかみの気持ちに共感させるために，くまがおおか
みに親切にする場面をペープサートを使って追体験させたりワークシートに書か
せたりしたい。

○ 人権教育上の配慮として

・ うさぎやきつねなどの弱い立場のものに威張っていたおおかみが，自分よりも
強いくまのやさしさに触れ，自分の行動を反省し生かすところから，子どもたち
にもこれまでの自分を振り返らせ，身近にいる幼い人や高齢者に対してできるこ
とについて考えさせていきたい。

（３）本時の実際
主 な 学 習 活 動 留 意 点過程

１ 今までに人に優しくしたり優しくしても ・ 友達に優しくしたり，優しく
気 らって，うれしかった経験を発表する。 されたりして，うれしかった経
付 ２ 学習問題と学習の進め方を確認する。 験を発表し合うことにより，そ

く じぶんもあいてもうれしくなることは， の大切さに気付き，意識するこ
どんなことかかんがえよう。 とができるようにする。

３ 資料を読み，登場人物や場面の状況を知 ・ お互いによい気持ちになって
る。 いる場面を考えさせ，話し合い

考 ４ 資料「はしのうえのおおかみ」を４つの の焦点化を図る。
え 場面に分け，おおかみの気持ちの変化を中 ・ うさぎを追い返し，意地悪の
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る 心に話し合う。 楽しさを知ったおおかみの気持
・ ・ うさぎやきつねを追い返している場面 ちをまわりの人と意見を出し合

深 ・ くまが現れた場面 い共感させる。
め ・ くまの後ろ姿を見送っている場面 今までと違ってとおせんぼう・
る ・ うさぎを抱きかかえて渡してあげた場 をやめて，くまに譲ろうしたお

面 おかみの気持ちやくまに優しく
抱きかかえられて驚いているお

おかみの気持ちに共感させる。
５ 今までの自分を振り返る。 心のノートを活用し，身近にまと ・

これから人に親切にしたいと思うことを いる幼い人や高齢者にできるこめ
話し合う。 とを考えさせ，実践につなげらる・
６ 心のノートを活用し，実践することを具 れるようなことを心のノートに広げ

体的に考えさせる。 書かせたい。る

（４）実践の成果と課題
， ，○ どの教科でもできるだけペアで学習することをしてきた結果 相手の話を聞いたり

構えずに楽に自分の考えを言ったりすることができるようになってきた。まだ，相手

の考えと自分の考えを比べることはできないが，相手の話を真剣に聞こうとする態度
の子どもが増えてきている。

， ，● 登場してくるものの役割を交代して それぞれの気持ちを考えて意見を交換するが
どうしてそのように思ったのか自分なりの理由付けをして相手に伝えられるようにし

ていきたい。また，隣同士だけでなくだれとでも意見の交換ができるようにしていき
たい。

ウ 特別活動（学級活動・児童会活動）の特質を踏まえ，発達段階に即した人権教育の在り方

○ 改善の視点

・ 児童の自主性や自発性を重視した活動を充実させる。

（例）児童会でスローガンやきまり等を決めて，実行する活動

学級のめあてやきまりを決めて実行する活動

係活動や委員会活動等でみんなのために尽くす活動

・ 自分と他人の違いを認めて共に行動しようとする意欲的な姿勢を育てる内容を重視する。

・ 日常の指導と学級活動の授業を一体的にとらえて指導することにより実践的な態度を育てる

【学級活動の実践】

◇ ４学年 「題材名 信頼できる友達になるために」

１ 実践のねらい
・ 中学年において仲の良い友達だけでなく誰とでも同
じように活動でき，お互いの良さを認め合えることが
できるようにするための学級活動の在り方を明らかに

する。
２ 研究の実際
（１）目標
○ 言い争いや誤解による仲たがいによって，学級生活で多くの友達が気まずい思いをしてい
ることを知り，その原因や解決策を考えることをとおして，友達に分け隔てをせずに協力し

合って行動したり，相手の気持ちを考えて丁寧な言葉遣いをしたりするなどの大切さを自覚
し，実践することができるようにする。

（２）指導上の留意点
○ 特別活動の指導として
・ 学級内の課題に気付き，その課題点の原因を考え，みんな同じように分け隔てなく実行

できる項目を発表したり，今までの自分を振り返りながらこれからどのように行動するか
自己決定し，事後の実践化を図る。
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○ 人権教育上の配慮として
・ 自分たちで作った学級目標を実現するためには，気持ちのよいあいさつをすることや誰

とでも協力して行動すること，丁寧な言葉遣いをすること等が大切であることを理解させ
たい。

（３）本時の実際
主 な 学 習 活 動 留 意 点過程

○ 朝の会の「にこにこタイム」の活動をとおして ・ 学級のいろいろな友達とかかわりが事
友達のことについて知っていく。 もてるように配慮する。前
１ アンケート結果から友達関係についていろいろ ・ アンケート結果から，自分たちの生
な課題があることに気付く。 活を振り返るようにする。本
２ 学級の現状から，本時の学習課題を確かめる。 ・ 学級の現状から，自分たちの課題と

してとらえさせ，学習課題への意欲を時 学級目標を実現するために，一人一人は
高めさせる。どんなことを努力すればいいのだろうか。

３ 学級目標に近付くためにみんなで実行したいこ ・ どうしたらもっと仲良くやっていけ
とを考える （ペア学習） るか考え，ワークシートに記入し，ペ。
・ あいさつを交わす。 ア学習をとおして意見の交流を図る。本

・ 協力して行動する。 ・ お互いの意見を尊重し，協力して話
・ 相手の気持ちを考えた言葉遣いをする。 し合いを進めていくようにする。時
４ これからどんなことを実行していきたいかを考 ・ 自分で決めたことを実践カードに記
え発表する。 入し，さらに具体的な擬似体験をとお

して，実践化を図る。
○ 学習したことが実践できているか振り返る。 ・ 帰りの会で実践できていることに称事
（実践カードに記入し，チェックする） 賛や励ましを与える。後

（４）実践の成果と課題
○ 学級の課題を取り上げ，日頃の学級生活の中で児童が心に思っていることや感じているこ

とをペアまたは全体の場で話す活動をとおして，自分の思いを伝えるだけでなく，友達の考
えていることをより深く知ることができ，互いに協力し合い一層よりよい学級を作っていこ
うとする意識を高めることができた。
● 学級のマイナスイメージを克服する取組で授業を進めたが，場合によってはプラス面を取
り上げ，よりプラス面を積み上げていく取組もする必要がある。また，学年・場面に応じた

効果的なペア学習を取り入れることが，学び合い高め合いに有効だと考える。

（３） 人権が尊重される学校づくりの在り方
ア 自尊感情を高める学校環境づくりの工夫・・・ いきいき坂台の子」表彰（全学年対象）「

（ア）実践のねらい メダルと賞状 表彰式の様子

本校児童の優れた個性を

発見し，児童一人一人が自

信をもって楽しい学校生活

を送ることができるように

するために，日常生活にお

いて地道に善行を行ってい

る児童を表彰することによ

って，本校教育目標の具現化を図り，心身ともに健全で調和のとれた児童を育成する。

（イ） 実践

○ 表彰の観点例

・ 学校教育目標に合わせ「友達や低学年の児童を大事にし，よい仲間づくりに努めている児，

童「いつも元気のよいあいさつをしている児童「進んで体力づくりをしている児童「係活」 」 」

動を熱心にしている児童」など，児童の良さを多様な観点から評価する。
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○ 推薦及び表彰の方法

・ 学期毎に，学級担任が学級から２～３名を生徒指導主任に推薦し，学校長が全校朝会や終

業式等で表彰状と木製メダルを贈る。

・ できるだけ表彰が特定の子に偏らないように配慮し，６学年を卒業するまでには全員が表

彰を受けられるようにする。

・ 地域住民や保護者の推薦を受けて表彰する。

（ウ） 実践の成果と課題

○ 児童が自分のめあてを決めて自分なりに努力を続けており，全校で教師や友達から認められ

た喜びを感じて生き生きと生活している。

● 学校内だけでなく多様な場，多様な見方で児童をとらえ，その個性を伸ばすために，地域住

民や保護者等の推薦の機会を一層増やしていく。

イ 豊かな感受性を育む多様な集会活動の工夫・・・年間を通した集会活動（全校児童）

（ア） 実践のねらい

児童の自主的・実践的なアイデアを取り入れ，感性に訴える多様な全校集会活動を充

実させることによって，豊かな感受性を育む明るく楽しい学校環境を作る。

（イ） 実践・・・人権教育の視点を工夫した全校集会

月 集 会 名 ね ら い 内 容

１年生を 全校で楽しく１年生 ６年生が１年生の手を引いて入場し，手作17 年 度

迎える会 を迎え，和やかな雰囲 りのアクセサリーのプレゼントや各学年のレ

４ 気を作り，温かく優し クリエーションを行った。

い心を育む。

児童集会 「人から言われて傷つ 「いじめ防止月間 （にこにこ月間）にあわ」

５ いた言葉 をテーマに せて，児童が日常経験している「言葉による※写真 A 」 ，

言葉の影響力について いじめ」を簡単な劇にして発表し，詩を朗読

考える。 した。

６ 児童集会 学校自慢を考えさ 今月の歌「学校坂道」を歌い，児童の「学

せ，愛校心を育てる。 校自慢アンケート」を集計して発表した。

登校日の集会 友情，動物愛護，い 人権同和問題啓発強調月間に合わせてビデ

８ じめや差別問題を考え オを鑑賞し，各学級での指導に生かした。

る。

ふれあい集会 色々な会話の手段と 今月の歌「世界がひとつになるまで」の歌

１１ して，手話を練習し生 に合わせて手話の練習をした。

活化を図る。

にこにこ集 普段の自分の生活を 児童から募集して決めた集会の名前と人権

１２ 会 人権集会 振り返らせたり自分や キャラクターを紹介し，各学年が人権学習を（ ）

（ ， ， ， ）※写真 B 友達のよさに気付かせ 生かした発表 歌 詩 標語 人権問題など

たりする。 をした。

ふれあい集会 安全についての意識 県教委作成の「あんぜん・かごしま あい18 年度

を高め，自分の周りの （愛）ことば」の歌に合わせて，全校でダン

５ 安全対策に気付かせ スの練習をした。

る。

にこにこ集会 前回とのアンケート 総務委員会が学校生活に関するアンケート




